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会　計　区　分 当　初　予　算　額 対前年度当初予算伸率％

 

特　

別　

会　

計

公営住宅事業特別会計 　　3 億２，０００万円 　　　　△１２．３
財光寺南土地区画整理事業特別会計 　　　　４，０００万円 　　　　　△９．１
用地取得特別会計 　　７億９，４００万円 　　　　　△８．５

城山墓園事業特別会計 　　　　　  ６００万円 　　　　　　０．０
簡易給水施設特別会計 　　　　　  ２３０万円 　　　　　３５．３

細島東部住環境整備事業特別会計 　　　　　  ５５０万円 　　　　△１５．４

簡易水道事業特別会計 　　１億５，６００万円 　　　　△１２．４

農業集落排水事業特別会計 　　１億３，９００万円 　　　　　△４．８

国民健康保険事業特別会計 　　　　　　  ８０億円 　　　　　△１．２
介護保険事業（保険事業勘定）特別会計 　５１億５，０００万円 　　　　　　５．１
日向入郷地域介護認定審査事業特別会計 　　　　３，７４０万円 　　　　　　０．０

後期高齢者医療事業特別会計 　　６億５，０００万円 　　　　　　７．８

企
業
会
計

水道事業 　　  １８億６４９万円 　　　　　　５．７

下水道事業 　２６億５，４７１万円 特別会計より移行

病院事業会計 　　４億９，０４３万円 　　　　　１７．２

平成２６年度一般会計以外の予算

　

　【主な補正内容】

　　平成２５年度一般会計補正予算 　　　 　1 億 4,111 万円　
                       　　　　 補正後総額　      287 億 8,231 万円

　☆保育所運営費交付事業　　　　７６６万円 　　☆重要港湾整備事業　　　４，１８０万円

　☆物流等対策事業　　　　　　　８７０万円　　 ☆平岩港湾整備事業　　　１，２００万円

　☆富島幹線用水路整備事業　 １，６００万円

　

　本年度の予算は、消費税増税等に伴う財政運営に適切に対応するとともに「総合計画後期基本
計画」の柱である「雇用」、「安全安心」、「子育て」の３つの重点プロジェクトを実現していくため、
現下の財政状況を踏まえたより効果的、効率的な行財政運営を推進する。（当局提案理由説明より）

平成２６年度一般会計予算　　２８９億円

【主な予算項目】　

☆学校給食共同調理場建設事業 １２億８, ５３１万円
　　竣工予定：平成 27 年 3 月
　　供用開始予定：平成 27 年 4 月

☆森林整備加速化・林業再生事業 ７億８, ５２２万円
　　木材加工流通施設等整備に対する補助
　　木質バイオマス利用施設等整備に対する補助

☆企業誘致推進事業　 　　　　　１億８, ２２２万円
　　情報産業インキュベーション施設整備
　　（旧日向法務総合庁舎の払い下げを受け、施設として活用）

☆保育所等整備事業　　　　　 　１億２, ５９０万円
　　私立保育園の建て替えに要する費用
　　（県安心こども基金を活用して一部補助）

☆安全・安心なまちづくり推進事業　 ４, ８００万円
　　防災まちづくり計画の策定、避難誘導施設の整備等
　　

　

☆財光寺南土地区画整理事業　　　　 ９億円
　　建物調査、都市計画道路整備等
　　平成 26 年度末事業進捗率見込み　72.5％　

☆新庁舎建設事業　　　　　　６, ００１万円
　　オフィス環境整備業務、地質調査、基本設計

☆認定こども園整備事業　　　５, ３５５万円
　　こども園部分の整備（建て増し）に要する費用
　　（県安心こども基金を活用して一部補助）

☆日向中学校増改築事業　　　４, ２００万円
　　事業期間：平成 26 ～ 28 年度
　　平成 26 年度：基本設計、実施設計

☆地域人づくり事業　　　　　４, １７６万円
　　産業振興サポート事業、各種人材育成事業等
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今
議
会
で
は
、
初
め
て
詳
細
な
事
業

の
説
明
か
ら
な
る
「
当
初
予
算
説
明
資

料
」
が
提
出
さ
れ
、
委
員
会
で
は
、
こ
の

説
明
書
を
基
に
主
な
事
業
の
内
容
説
明
を

受
け
、
そ
れ
を
踏
ま
え
活
発
に
政
策
論
的

な
質
疑
を
行
い
、
ま
た
、
委
員
間
で
の
積

極
的
な
意
見
交
換
を
通
し
て
、
事
業
の
内

容
、
課
題
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
案
、
条
例

５
件
、
事
件
決
議
１
件
、
平
成
26
年
度
当

初
予
算
１
件
の
計
７
件
に
つ
い
て
、
別
段

異
議
な
く
全
員
一
致
を
も
っ
て
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

審
査
を
踏
ま
え
、
①
消
防
団
員
の
確

保
、
自
主
防
災
会
活
動
の
支
援
等
に
よ
る

地
域
防
災
力
の
向
上
に
向
け
た
総
合
的
な

取
組
み
の
推
進
②
職
員
研
修
事
業
の
自
己

研
鑽
の
推
奨
も
含
め
た
積
極
的
推
進
③
平

　

付
託
議
案
の
う
ち
消
費
税
率
改
定
関
連

条
例
と
平
成
26
年
度
日
向
市
一
般
会
計
予

算
は
賛
成
多
数
、
そ
れ
以
外
の
議
案
は
全

員
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
委
員

会
審
査
を
踏
ま
え
、
次
の
３
点
を
付
記
意

見
と
し
ま
し
た
。

　

防
災
・
減
災
対
策
の
効
率
的
な
公
共
事

業
の
実
施
に
お
い
て
、
老
朽
イ
ン
フ
ラ
の

成
28
年
度
ま
で
に
仮
称
「
施
設
評
価
・
施

設
経
営
基
本
方
針
」
及
び
仮
称
「
公
共
施

設
適
正
配
置
計
画
」
を
策
定
す
る
と
い
う

「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業
」

に
つ
い
て
、
学
校
給
食
共
同
調
理
場
、
市

庁
舎
、
学
校
校
舎
等
大
型
公
共
施
設
整
備

事
業
が
目
白
押
し
で
、
ま
た
道
路
・
橋
梁

等
イ
ン
フ
ラ
更
新
時
期
の
切
迫
を
前
に
、

そ
の
早
期
・
堅
実
な
推
進
④
住
民
主
体
の

長
続
き
す
る
真
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

作
る
た
め
の
交
付
金
制
度
の
抜
本
的
な
見

直
し
、
の
４
点
を
委
員
会
の
意
見
と
し
て

付
記
し
ま
し
た
。

　　

３
月
定
例
会　
　

委
員
会
審
査
か
ら

　

３
月
定
例
会
初
日
に
上
程
さ
れ
た
市
長
提
出
議
案
の
う
ち
、
人
事
案
件
１
件
（
初

日
に
議
決
）
及
び
補
正
予
算
６
件
（
３
月
14
日
に
議
決
）
を
除
く
73
件
に
つ
い
て
、

９
日
間
の
議
案
熟
読
の
後
、
３
月
14
日
に
本
会
議
で
質
疑
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
所

管
の
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
内
容
を
、
委
員
長
報
告
の
中
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

　
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
19
件
、
事

件
決
議
４
件
、
平
成
26
年
度
当
初
予
算
７

件
の
計
30
件
で
す
。
委
員
会
に
お
い
て
、

去
る
３
月
17
日
か
ら
３
日
間
、
慎
重
に
審

　
文
教
福
祉
常
任
委
員
会 　

生
活
産
業
建
設
常
任
委
員
会

査
し
た
結
果
、
東
郷
病
院
の
改
築
設
計
委

託
料
に
係
る
予
算
を
削
減
す
る
旨
の
議
員

修
正
案
が
出
さ
れ
、
賛
成
、
反
対
の
立
場

で
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
の
ち
、
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
、
次

の
３
点
を
委
員
会
の
意
見
と
し
て
付
記
し

ま
し
た
。
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
福
祉
に

関
す
る
各
種
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
十

分
な
議
論
を
行
う
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
障
が
い
者
や
生
活
弱
者
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
更
な
る
充
実
を
図
ら
れ
た

い
。
最
後
に
、
学
校
給

食
共
同
調
理
場
建
設
事

業
で
の
調
理
場
の
排
水

に
つ
い
て
は
、
よ
り
万

全
な
対
策
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

早
急
な
点
検
、
不
良
個
所
を
特
定
し
、
補

修
コ
ス
ト
を
抑
制
し
な
が
ら
寿
命
を
延
ば

す
対
策
が
重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
今
後
も
国
の
防
災
・
減
災
対
策
補
助

制
度
の
有
効
活
用
で
計
画
的
、
効
率
的
に

維
持
・
更
新
の
改
修
事
業
を
実
施
し
、
防

災
・
減
災
機
能
の
充
実
や
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

へ
べ
す
振
興
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
長

期
貯
蔵
技
術
の
確
立
と
第
６
次
産
業
化
を

進
め
る
上
で
、
急
速
冷
凍
技
術
を
普
及
さ

せ
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
の
実
証
実
験

結
果
等
の
情
報
を
広
く
公
開
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
技
術
が
へ
べ
す
の
振
興
に
活
か

さ
れ
る
よ
う
、
今
後
施
策
の
さ
ら
な
る
展

開
を
図
ら
れ
た
い
。

　

今
年
度
よ
り
当
初
予
算
説
明
資
料
の
事

務
事
業
体
系
別
の
説
明
が
な
さ
れ
、
事
業

内
容
や
金
額
が
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
内
容
の
一
部
に
、
記
載
の
誤
り
や
変

更
箇
所
が
見
ら
れ
た
の
で
、
今
後
、
議

会
へ
の
提
案
・
説
明
資
料
等
の
作
成
に

あ
た
っ
て
は
、
担
当
部
課
で
の
慎
重
な

チ
ェ
ッ
ク
と
、

事
前
の
連
絡
調

整
を
綿
密
に
行

う
よ
う
努
め
ら

れ
た
い
。

現地調査
( 学校給食共同調理場建設地 )

現地調査 ( 日向市浄化センター )

　
総
務
企
画
常
任
委
員
会　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会 　

生
活
産
業
建
設
常
任
委
員
会
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▼市長から提案された議案と審議結果　第１回定例会（２月２８日～３月２４日）
  議 案 番 号 議　　　　案　　　　名 議 決 結 果 付託委員会

議 案 第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦について 同意（全員一致）付 託 省 略

議 案 第 2 号 行政組織の変更に伴う関係条例の整理に関する条例 可決（全員一致）総 務 企 画

議 案 第 3 号 日向市オフトーク通信施設条例を廃止する条例 可決（全員一致）総 務 企 画

議 案 第 4 号 日向市消防長及び消防署長の資格を定める条例 可決（全員一致）総 務 企 画

議 案 第 5 号 日向市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 可決（全員一致）総 務 企 画

議 案 第 6 号 日向市手数料条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）総 務 企 画

議 案 第 7 号 日向市長寿祝金条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）文 教 福 祉

議 案 第 8 号 日向市の環境と自然を守る条例の一部を改正する条例 可決（全員一致）文 教 福 祉

議 案 第 9 号 日向市再生可能エネルギー設備維持管理基金条例 可決（全員一致）文 教 福 祉

議 案 第 10 号 日向市立幼稚園条例の一部を改正する条例 可決（全員一致）文 教 福 祉

議 案 第 11 号 日向市社会教育委員条例の一部を改正する条例 可決（全員一致）文 教 福 祉

議 案 第 12 号 日向市空き缶等散乱防止に関する条例を廃止する条例 可決（全員一致）生活産業建設

議 案 第 13 号 日向市火入れに関する条例の一部を改正する条例 可決（全員一致）生活産業建設

議 案 第 14 号 日向市水道料金審議会条例の一部を改正する条例 可決（全員一致）生活産業建設

議 案 第 15 号 日向市簡易水道事業条例の一部を改正する条例 可決（全員一致）生活産業建設

議 案 第 16 号 日向市老人福祉センター設置条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）文 教 福 祉

議 案 第 17 号 日向市高齢者ふれあい館条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）文 教 福 祉

議 案 第 18 号 日向市障害者センター条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）文 教 福 祉

議 案 第 19 号 日向市初期救急診療所条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）文 教 福 祉

議 案 第 20 号 日向市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）文 教 福 祉

議 案 第 21 号 日向市納骨堂使用条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）文 教 福 祉

議 案 第 22 号 日向市細島地区コミュニティセンター条例の一部を改正する　 
条例 可決（賛成多数）文 教 福 祉

議 案 第 23 号 日向市立社会同和教育集会所条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）文 教 福 祉

議 案 第 24 号 日向市公民館条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）文 教 福 祉

議 案 第 25 号 日向市文化交流センター条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）文 教 福 祉

議 案 第 26 号 日向市東郷地区文化センター条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）文 教 福 祉

議 案 第 27 号 日向市武道館条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）文 教 福 祉

議 案 第 28 号 日向市体育館条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）文 教 福 祉

議 案 第 29 号 日向市運動広場条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）文 教 福 祉

議 案 第 30 号 日向市下水道条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）生活産業建設

議 案 第 31 号 日向市廃棄物の減量化、資源化及び適正処理等に関する条例の
一部を改正する条例 可決（賛成多数）生活産業建設

議 案 第 32 号 日向市清掃施設条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）生活産業建設

議 案 第 33 号 日向市日向岬グリーンパーク条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）生活産業建設

議 案 第 34 号 日向市サンパーク温泉施設条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）生活産業建設

議 案 第 35 号 日向市日向サンパークオートキャンプ場条例の一部を改正する
条例 可決（賛成多数）生活産業建設

議 案 第 36 号 日向サンパーク体育施設条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）生活産業建設

議 案 第 37 号 日向市石並川キャンプ場条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）生活産業建設

議 案 第 38 号 日向市牧水公園交流施設条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）生活産業建設

議 案 第 39 号 日向市農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）生活産業建設

議 案 第 40 号 日向市農村交流館条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）生活産業建設

議 案 第 41 号 日向市農村シルバーセンター条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）生活産業建設
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※ ３委員会とは、総務企画、文教福祉、生活産業建設の常任委員会です。

   議 案 番 号 議　　　　案　　　　名 議 決 結 果 付託委員会

議 案 第 42 号 日向市農産加工施設条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）生活産業建設

議 案 第 43 号 日向市畜産資源リサイクルセンター条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）生活産業建設

議 案 第 44 号 日向市駐車場条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）生活産業建設

議 案 第 45 号 日向市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）生活産業建設

議 案 第 46 号 日向市法定外公共物管理条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）生活産業建設

議 案 第 47 号 日向市都市公園条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）生活産業建設

議 案 第 48 号 日向市駅前交流広場条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）生活産業建設

議 案 第 49 号 日向市水道事業給水条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）生活産業建設

議 案 第 50 号 鵜毛辺地に係る総合整備計画の策定について 可決（全員一致）総 務 企 画

議 案 第 51 号 土地改良事業の施行について 可決（全員一致）生活産業建設

議 案 第 52 号 市道の路線の廃止について 可決（全員一致）生活産業建設

議 案 第 53 号 市道の路線の認定について 可決（全員一致）生活産業建設

議 案 第 54 号 財産の処分について 可決（全員一致）生活産業建設

議 案 第 55 号 財産の取得について 可決（全員一致）文 教 福 祉

議 案 第 56 号 工事請負契約の締結について 可決（全員一致）文 教 福 祉

議 案 第 57 号 工事請負契約の締結について 可決（全員一致）文 教 福 祉

議 案 第 58 号 工事請負契約の締結について 可決（全員一致）文 教 福 祉

議 案 第 59 号 平成 25 年度日向市一般会計補正予算（第６号） 可決（全員一致）特 別 委 員 会

議 案 第 60 号 平成 25 年度日向市公営住宅事業特別会計補正予算（第３号） 可決（全員一致）特 別 委 員 会

議 案 第 61 号 平成 25 年度日向市用地取得特別会計補正予算（第１号） 可決（全員一致）特 別 委 員 会

議 案 第 62 号 平成 25 年度日向市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）可決（全員一致）特 別 委 員 会

議 案 第 63 号 平成 25 年度日向市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）補正
予算（第３号） 可決（全員一致）特 別 委 員 会

議 案 第 64 号 平成 25 年度日向市病院事業会計補正予算（第１号） 可決（全員一致）特 別 委 員 会

議 案 第 65 号 平成 26 年度日向市一般会計予算 可決（賛成多数） ３ 委 員 会

議 案 第 66 号 平成 26 年度日向市公営住宅事業特別会計予算 可決（全員一致）生活産業建設

議 案 第 67 号 平成 26 年度日向市財光寺南土地区画整理事業特別会計予算 可決（全員一致）生活産業建設

議 案 第 68 号 平成 26 年度日向市用地取得特別会計予算 可決（全員一致）生活産業建設

議 案 第 69 号 平成 26 年度日向市城山墓園事業特別会計予算 可決（全員一致）文 教 福 祉

議 案 第 70 号 平成 26 年度日向市簡易給水施設特別会計予算 可決（全員一致）生活産業建設

議 案 第 71 号 平成 26 年度日向市細島東部住環境整備事業特別会計予算 可決（全員一致）生活産業建設

議 案 第 72 号 平成 26 年度日向市簡易水道事業特別会計予算 可決（全員一致）生活産業建設

議 案 第 73 号 平成 26 年度日向市農業集落排水事業特別会計予算 可決（全員一致）生活産業建設

議 案 第 74 号 平成 26 年度日向市国民健康保険事業特別会計予算 可決（賛成多数）文 教 福 祉

議 案 第 75 号 平成 26 年度日向市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）予算 可決（賛成多数）文 教 福 祉

議 案 第 76 号 平成 26 年度日向入郷地域介護認定審査事業特別会計予算 可決（全員一致）文 教 福 祉

議 案 第 77 号 平成 26 年度日向市後期高齢者医療事業特別会計予算 可決（賛成多数）文 教 福 祉

議 案 第 78 号 平成 26 年度日向市水道事業会計予算 可決（全員一致）生活産業建設

議 案 第 79 号 平成 26 年度日向市下水道事業会計予算 可決（全員一致）生活産業建設

議 案 第 80 号 平成 26 年度日向市病院事業会計予算 可決（賛成多数）文 教 福 祉

議 案 第 81 号 平成 25 年度日向市一般会計補正予算（第７号） 可決（全員一致）特 別 委 員 会

議 案 第 82 号 平成 25 年度日向市水道事業会計補正予算（第１号） 可決（全員一致）特 別 委 員 会

※
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　　　　　　　　議 員 名

　議 案 名

海
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三
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一
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万
治

議案第 6 号、議案第 16 ～ 49 号
消費税増税のための条例改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

議案第 7 号
日向市長寿祝金条例の一部を改
正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

議案第 65 号
平成 26 年度日向市一般会計予
算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

議案第 74 号
平成 26 年度日向市国民健康保
険事業特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

議案第 75 号
平成 26 年度日向市介護保険事
業特別会計 ( 保険事業勘定 ) 予
算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

議案第 77 号
平成 26 年度日向市後期高齢者
医療事業特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

▼表決結果の別れた議案（２、３ページの審議結果のうち賛成多数の議案です）

○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。議員名は左から議席順。
※ 畝原幸裕議員は議長職のため表決権はありません。

議案名 審議結果

 議案第 80 号 平成 26 年度日向市病院事業会計予算に対する修正案

否決（可否同数）
議長採決

▼議員が提案した議案と審議結果

※提案者：柏田公和
　修正案：平成 26 年度日向市病院事業会計予算中の病院設計委託料 648 万円を
　　　　　削減する。
　結　果：文教福祉常任委員会では可決。本会議で否決。

 議案第 74 号　平成 26 年度日向市国民健康保険事業特別会計予算

 議案第 75 号　 平成 26 年度日向市介護保険事業 特別会計（保険事業勘定）予算

　国保税が高すぎて払えず、滞納額は 2 月現在で約 6 億円。この根底には国民健康保険
法に反する対応がある。相互扶助などと言って国と自治体が責任を取らないやり方は是
正すべきである。国保制度の抜本的改正を求める。　 　　　　　　　【日本共産党市議団】

　これまでも介護給付の削減と負担を強め、市民生活に多大な影響を及ぼしていること
を問題にしてきた。さらに「要支援」の高齢者への介護保険給付の打ち切りをはじめと
する企てをやめるべきだと強く主張しておく。　　　　　　　　　 【日本共産党市議団】

　わが党市議団は、75 歳以上の高齢者を差別する医療制度の導入には同意できないとい
う立場を取ってきた。高齢者を苦しめる保険料の値上げの動向も許されないことを述べ
ておく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【日本共産党市議団】

 議案第 77 号　平成 26 年度日向市後期高齢者医療事業特別会計

　　反対

　　反対

　　反対

※ 可否同数とは、賛成と反対が同数の場合のこと。この場合、議長の採決によって決定する。
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 　市長提出議案に対する討論 

　　反対
　消費税増税の影響は市民の生活に及び深刻である。議案 35 件の条例改正は、すべて
消費税の増税による使用料や手数料などの値上げで見過ごすことができない。なお、内
税扱いで条例に明確に表示しないことも認められない。　　　　　　【日本共産党市議団】

 議案第６号・議案第１６～４９号　消費税増税のための条例改正

 議案第 65 号　平成 26 年度日向市一般会計予算
　今回の予算には、住宅リフォーム事業など、わが党市議団が取り上げてきた内容があ
る。ただ、歳入の面では、大企業・大資産家優遇の税制度を改め市民の税負担を軽くし、
NTT や九電の道路占用料を是正すべきである。　　　　　　　 　　【日本共産党市議団】

　　反対

　　反対

　討論とは、採決の前に議題となっている案件に対し、賛成か反対かの意見を表明することです。

 ((　討　論　))

　「東郷病院改築基本構想」には、同病院が客観的に果たしている役割、問題点、課題が
的確に示され、地域医療の在り方をゼロから検討すべき内容となっており、さらに経営
改革の必要性も繰り返し強調されている。　　　　　　　　　　　　　　　 【岩切　裕】

　市民も知らない、議会も議論していない今回の改築設計委託料については、大事な案
件だけに議会として、市民に対する説明責任を果たす意味からも、議論・審査できる時
間を確保する重要性を強調し、修正案に賛成する。　　　　　　　　　　　【柏田　公和】

　病院改築構想は先に東郷地区公民館長会に報告。議会には今議会の予算書配布時、約
10 億円の高額予算との口頭説明のみで全体像がつかめないので、6 月議会までの 3 カ月
間十分な審議の時間が欲しい。　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　【西村　豪武】

　財政問題や少子高齢化など、危惧する意見はあるが、市民の健康・医療・介護の拠点
として、老朽化した病院の診療環境を整え、安全と安心な医療を確保するため、市民の
声を反映させ基本計画を進めて欲しいため反対。　　　　　　　　　　　 【海野　誓生】

　合併時に東郷病院は存続すると調整し、住民にも説明された。議会の常任委員会で老
朽、耐震面、患者・職員の安全対策から改築の報告もある。東郷域区長会からも同様の
要請があり、早急に環境整備すべく反対する。　　　　　　　　　　　　　【黒木　金喜】

　委員会審査では、改築基本構想を基に、広く市民等の意見を求めた上で基本計画を策
定すると説明があり、正に議会もその一翼を担っている。高齢化の中、公立病院が市民
へ果たす役割も大きいため、修正案に反対する。　　　　　　　　　　　　【甲斐　敏彦】

　病院の老朽化、耐震性の問題、患者のプライバシーが守られない診療室の状況、南海
トラフ地震の後方支援拠点としても指定され、施設面での早急な改善が求められる。一
刻でも早い改築の為の設計が必要である。　　　　　 　　　　　　【日本共産党市議団】

　　賛成

　　反対

 　議員提出議案に対する討論  

 議案第 80 号 平成 26 年度日向市病院事業会計予算に対する修正案  

　　賛成

　　賛成

　　反対

　　反対

　　反対

 議案第７号 日向市長寿祝金条例の一部を改正する条例
　受給対象年齢を 88 歳・100 歳及び最高齢に改め、縮小することには同意できない。
日本には喜寿・米寿・卒寿・白寿と長寿を祝い喜ぶ風習がある。苦労されてきた高齢者
を心より敬愛することが大切である。　　　　　　　　　　　　　 【日本共産党市議団】
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　３月定例会では、３月１０日から１２日までの３日
間、市政に関する一般質問が行われ、１０人の議員が
登壇しました。質問内容は、平和、福祉、防災、経済、
産業振興等と多岐にわたっています。
　掲載は質問順、内容は本人から提出された要約原稿
です。　
　※答弁者は、市長、教育長等です。　
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が
図
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
保
育

士
不
足
が
切
実
な
問
題
で
あ
る
。市
も「
保

育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業
」
を
実

施
し
、
今
後
も
国
・
県
に
保
育
士
の
処
遇

改
善
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

雇
用
・
仕
事
の
問
題
な
ど
若
者
の

生
活
実
態
と
意
向
を
活
か
す
取
組

み
に
つ
い
て
、「
長
年
、
働
い
て
も
非
正

規
で
、
同
じ
仕
事
を
し
て
も
格
差
が
あ
る

の
は
ど
う
し
て
か
。」「
地
元
の
自
然
、
資

源
、
農
林
漁
業
、
中
小
企
業
、
文
化
を
活

か
す
こ
と
が
若
者
の
雇
用
の
場
を
作
り
出

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
企
業
誘
致
は
も

ち
ろ
ん
必
要
だ
。」
な
ど
の
声
に
応
え
よ
。

国
や
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
、
日

向
地
区
の
雇
用
の
改
善
に
向
け
て

協
議
を
進
め
る
。
ま
た
、
若
者
の
地
元
へ

の
就
労
支
援
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

問答

問答問

答

子
ど
も
の
成
長
を
目
指
す

　
　
　
　
　
　
　

保
育
条
件
の
充
実
を

一 般 質 問

市政を問う !!

荻原紘一 議員
（日本共産党市議団）

若
者
が
希
望
を
持
っ
て

　
　
　
　
　
　

生
き
て
い
け
る
社
会
を

命
こ
そ
宝　

か
け
が
え
の
な
い
平
和
を

学童疎開記念碑
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新
庁
舎
建
設
の
設
計
業
務
の
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
お
い
て
、
ス

タ
ッ
フ
が
少
な
い
設
計
事
務
所
と
大
所
帯

の
設
計
会
社
と
を
同
等
に
遇
す
る
こ
と
に

問
題
は
無
か
っ
た
の
か
。
初
め
か
ら
総
合

力
が
異
な
る
事
業
体
が
競
う
と
い
う
不
平

等
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

今
回
は
、
設
計
事
務
所
全
体
と
し

て
の
実
績
や
技
術
者
総
数
を
評
価

す
る
の
で
は
な
く
、
新
庁
舎
の
設
計
業
務

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
技
術
者
の
実
績

や
資
格
等
を
評
価
す
る
な
ど
、
よ
り
公
平

な
審
査
に
な
る
よ
う
配
慮
し
た
。

今
後
進
む
人
口
減
少
、
ま
た
深
刻

の
度
を
増
す
厳
し
い
財
政
状
況
を

踏
ま
え
れ
ば
、
病
院
の
改
築
の
是
非
は
旧

東
郷
町
域
だ
け
で
な
く
全
市
的
レ
ベ
ル
、

全
市
民
参
加
で
検
討
す
べ
き
課
題
だ
と
思

平
成
26
年
度
の
教
育
基
本
方
針
策

定
に
向
け
て
、
25
年
度
の
基
本
方

針
の
検
証
か
ら
見
え
て
き
た
課
題
は
何

か
。

地
域
の
個
性
を
生
か
し
た
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
な
ど
の
分
野
で
、

こ
れ
ま
で
の
事
業
を
検
証
し
新
た
な
計
画

策
定
を
進
め
て
い
る
。
特
に
子
供
た
ち
の

学
力
向
上
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
等
の
推
進
、

い
じ
め
防
止
き
ず
な
プ
ラ
ン
の
策
定
、
学

校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
連
携
強
化
、
文
化
の
振

興
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
活
性
化
な
ど
、
新

年
度
に
取
り
組
む
べ
き
も
の
を
教
育
方
針

の
中
に
位
置
づ
け
る
。

災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
活
用

さ
れ
る
学
校
の
体
育
館
等
の
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
24
年
の
定
例
会

で
、
24
年
秋
ご
ろ
ま
で
に
は
策
定
す
る
と

答
弁
さ
れ
た
が
出
来
て
い
る
の
か
。

う
が
如
何
。

改
築
に
関
し
、
庁
内
検
討
委
員
会

で
基
礎
調
査
を
も
と
に
検
討
を
重

ね
、
地
域
医
療
機
関
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

大
規
模
災
害
時
の
医
療
分
野
の
拠
点
施
設

機
能
を
併
せ
持
つ
重
要
な
機
関
と
し
て
位

置
づ
け
た
。
今
後
は
策
定
委
員
会
を
組
織

し
、
広
く
市
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
基

本
計
画
を
策
定
す
る
。

い
わ
ゆ
る
「
２
０
２
５
年
問
題
」

解
決
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
評

価
す
る
。「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」、

認
知
症
高
齢
者
の
現
状
把
握
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
体
制
の
整
備
、
ま
た
介
護
予
防

給
付
の
市
町
村
事
業
化
へ
の
対
応
、
市
民

後
見
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
よ
る
権
利
擁
護

の
取
組
み
等
盛
り
込
む
べ
き
内
容
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。

将
来
の
本
市
の
高
齢
者
福
祉
施
策

の
あ
る
べ
き
姿
を
示
す
も
の
で
、

向
こ
う
10
年
間
の
長
期
的
視
点
で
県
内
各

市
に
先
駆
け
て
策
定
す
る
。
高
齢
者
福
祉

全
般
の
取
組
み
を
考
え
て
い
る
。

学
校
と
し
て
は
作
っ
て
い
な
い
。

防
災
推
進
課
と
協
議
し
て
い
く
。

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

現
在
整
備
す
る
予
定
で
進
め
て
い

る
。
本
年
度
策
定
す
る
予
定
で
あ

る
。

細
島
港
を
核
と
し
た
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
で
、
物
流
が
活
性
化
す
る

こ
と
に
よ
る
隣
接
地
域
の
生
活
環
境
の
変

化
（
大
型
車
両
通
行
に
よ
る
騒
音
・
振

動
・
排
気
ガ
ス
等
）
を
ど
う
認
識
し
て
い

る
か
。

　

細
島
港
の
貨
物
量
の
増
加
や
、
今

後
の
企
業
誘
致
等
に
よ
り
生
産
活

動
や
物
流
が
活
性
化
し
、
関
係
車
両
の
増

加
が
予
想
さ
れ
る
。
特
に
大
型
車
両
の
通

行
に
つ
い
て
は
、「
交
通
法
令
の
順
守
」、

「
輸
送
ル
ー
ト
の
選
択
や
分
散
化
」
な
ど

地
域
に
配
慮
す
る
よ
う
、
企
業
・
関
係
機

関
に
要
請
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

市
庁
舎
建
設
の

　
　

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
つ
い
て

問

答

問答

問答

問 答

問答 問 答

柏田公和 議員
（改革クラブ結い）

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
は

岩切　裕 議員

市
立
東
郷
病
院
の
改
築
計
画
は

　
　
　
　
　
　

全
市
民
参
加
で
検
討
を

第
一
次
日
向
市
高
齢
者
福
祉
施
策

　
　
　
　
　

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
充
実
を

26
年
度
の
教
育
基
本
方
針
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
点
内
容
は

問

答物
流
活
性
化
と

　
　

地
域
生
活
環
境
の
変
化
の
認
識
は
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震
災
以
降
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
や
学
校
な
ど
で
行
わ
れ
て
き

た
避
難
訓
練
で
、
浮
き
出
て
き
た
問
題
点

に
ど
う
対
処
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

災
害
時
情
報
伝
達
の
強
化
、
津
波

の
際
の
一
時
避
難
所
及
び
避
難
路

の
整
備
や
改
修
、
防
災
倉
庫
の
設
置
の
要

望
を
受
け
て
お
り
、
市
と
し
て
は
、
自
主

防
災
会
が
地
区
独
自
で
行
う
自
助
・
共
助

の
取
組
み
に
対
し
、
原
材
料
支
給
制
度
で

の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

県
内
の
海
水
浴
場
の
入
場
者
数
を

比
較
し
た
時
、
日
向
市
は
か
な
り

少
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。
ま
た
、
他
の

海
水
浴
場
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
、
ラ

イ
フ
セ
ー
バ
ー
を
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

市
内
の
４
つ
の
海
水
浴
場
は
、
サ

ー
フ
ァ
ー
の
利
用
者
数
を
加
え
る

と
年
間
利
用
者
数
が
20
万
人
を
越
え
て
い

る
た
め
、
他
と
比
べ
て
決
し
て
少
な
く
な

い
。
今
後
も
、
東
九
州
自
動
車
道
の
開
通

効
果
に
よ
る
利
用
者
増
を
期
待
し
て
い

る
。
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

日
向
市
の
様
々
な
特
産
物
を
商
工

会
議
所
・
Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ｆ
な
ど
が
、

全
国
に
向
け
個
別
に
発
信
し
て
い
る
が
、

市
が
中
心
に
な
っ
て
ミ
ニ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
を
作
り
、
発
送
の
際
に
同
封
す
る
シ

ス
テ
ム
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

日
向
市
地
場
産
業
振
興
対
策
協
議

会
な
ど
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が

ら
、
地
場
産
品
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
な
ど
、
東
九
州
自
動
車
道
の
開
通

を
機
に
さ
ら
な
る
発
信
力
の
強
化
に
努
め

た
い
。

地
域
防
災
計
画
の
策
定
の
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。

防
災
計
画
は
国
、県
の
計
画
に
従
っ

て
、
策
定
し
て
い
く
。

災
害
弱
者
の
高
齢
者
・
障
が
い
者

の
支
援
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

災
害
時
要
援
護
者
の
対
象
と
な
る

７
千
６
百
人
の
う
ち
２
８
９
人
が

登
録
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
努
力
す
る
。

土
木
・
建
設
・
電
気
工
事
・
水
道

工
事
な
ど
災
害
時
、
復
興
時
に
支

援
し
て
く
れ
る
業
種
と
の
連
携
は
ど
う

か
。

災
害
時
、
復
興
時
の
支
援
を
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
と
協
議
し
て
い
る
。

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
、「
ス
ポ
ー

ツ
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
」
と
あ
る
が
、

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
誘
致
を
行
う
場
合
、

課
題
は
何
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
解
決

し
て
い
く
の
か
。

関
係
す
る
機
関
・
団
体
機
関
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
整
備
し
て
い
く
。

ご
み
収
集
業
務
に
つ
い
て
、
今
後

の
収
集
体
制
と
委
託
方
法
は
ど
う

な
る
の
か
。

以
前
の
体
制
で
は
な
く
、
民
間
に

収
集
委
託
先
を
増
や
し
、
市
の
収

集
車
は
職
員
３
人
体
制
と
す
る
。

ご
み
の
有
料
化
を
考
え
て
い
る
の

か
。

有
料
化
は
で
き
る
だ
け
早
く
や
り

た
い
。

民
間
委
託
を
進
め
、
職
員
の
配
置

先
の
職
場
を
増
や
す
考
え
は
な
い

か
。

職
員
の
配
置
先
は
、
全
庁
的
な
視

点
で
検
討
し
て
い
く
。

地
域
防
災
対
策
に
つ
い
て

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て

ご
み
収
集
業
務
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

問問答

問

答 問答問

答

答

問答

市
内
海
水
浴
場
の
今
後
に
つ
い
て

日髙和広 議員
（　市政会　）

防
災
・
減
災
に
対
す
る

　
　
　
　

市
民
の
意
識
向
上
に
つ
い
て

地
場
産
品
の
全
国
へ
の

　
　
　
　
　
　
　

発
信
方
法
に
つ
い
て お倉ヶ浜

坂口英治 議員
（公明党市議団）

問答問答

問答問答
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大
宣
伝
し
て
き
た
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
の
恩
恵
は
一
部
の
富
裕
層
と

大
企
業
に
と
ど
ま
り
、
地
方
の
経
済
は
疲

弊
し
た
ま
ま
、
生
活
必
需
品
は
値
上
が
り

し
て
格
差
は
広
が
る
ば
か
り
。「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
は
破
綻
し
て
い
る
と
思
う
が
ど

う
か
。「

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
よ
り
長
引
く

デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
に
対
す
る
国

民
の
期
待
は
高
ま
っ
て
い
る
が
、
貿
易
赤

字
の
拡
大
や
賃
金
上
昇
も
低
調
に
推
移
す

る
な
ど
、
大
幅
な
円
安
進
行
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
効
果
は
未
だ
国
民
の
期
待
に
応
え

る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

「
消
費
税
増
税
は
社
会
保
障
の
充

実
の
為
」
と
い
う
口
実
の
破
綻
も

明
ら
か
で
は
な
い
か
。
介
護
保
険
制
度
の

改
悪
、
年
金
、
児
童
扶
養
手
当
、
生
活
保

護
費
の
カ
ッ
ト
な
ど
現
実
を
無
視
し
て
い

「
特
別
簡
易
型
」(

評
価
点
を
入
札

価
格
で
除
し
た
評
価
値
比
較
に
よ

る
落
札)

等
の
透
明
性
の
高
い
手
続
き
と

公
正
な
評
価
に
よ
る
工
事
発
注
の
今
後
の

課
題
等
に
つ
い
て
伺
う
。

メ
リ
ッ
ト
は
価
格
と
品
質
が
総
合

的
に
優
れ
た
調
達
が
可
能
。「
不
良
・

不
適
格
業
者
の
排
除
」
や
「
談
合
防
止
」

等
に
一
定
の
効
果
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、

建
設
業
者
の
技
術
力
の
向
上
の
意
欲
を
高

め
る
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
「
最
低
価

格
落
札
方
式
」
に
比
べ
、
発
注
者
、
受
注

者
双
方
の
事
務
負
担
が
増
え
る
課
題
も
あ

る
。

実
施
要
領
の
修
正
や
参
加
各
社
に

受
諾
予
定
価
格
見
積
を
提
示
さ
せ

価
格
面
の
配
点
も
加
味
す
べ
き
で
は
な

か
っ
た
の
か
。

応
募
者
数
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
、

代
表
企
業
の
参
加
資
格
要
件
の
一

部
を
業
務
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
修
正
し

た
。
見
積
価
格
の
徴
取
は
、「
建
築
関
係

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
で
は
参
考
見
積
の

徴
取
は
特
別
な
理
由
が
な
い
限
り
行
わ
な

い
」
と
い
う
国
土
交
通
省
の
運
用
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
参
考
に
し
た
。

て
ん
ぷ
ら
油
の
利
活
用
の
進
捗
と

マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
の
候
補
地
の

選
定
、
費
用
対
効
果
等
の
調
査
研
究
の
そ

の
後
の
対
応
を
伺
う
。

市
内
の
民
間
事
業
者
が
廃
食
油
を

一
部
燃
料
と
し
て
、
ま
た
市
民
団

体
が
石
鹸
材
料
に
利
活
用
を
し
て
い
る
。

今
後
は
民
間
に
よ
る
利
活
用
を
推
進
し
、

新
た
な
『
ご
み
処
理
基
本
計
画
』
を
策
定

す
る
中
で
生
ご
み
の
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化

と
併
せ
て
効
率
的
、
か
つ
安
定
的
な
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
を
検
討
す

る
。
水
力
発
電
は
富
高
幹
線
用
水
路
が
適

し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
費
用
対
効
果
面

等
、
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

る
。
社
会
保
障
分
野
の
改
悪
の
見
解
を
伺

う
。

財
務
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
消
費

税
引
き
上
げ
や
、
厚
生
年
金
保
険

料
率
引
き
上
げ
な
ど
に
伴
い
、
国
民
所
得

に
占
め
る
税
と
社
会
保
障
負
担
割
合
を
示

す
平
成
26
年
度
の
「
国
民
負
担
率
」
は
過

去
最
高
に
な
る
見
通
し
で
あ
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
を
他
に
先

駆
け
て
導
入
し
、
大
き
な
経
済
効

果
を
上
げ
て
い
る
。「
商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
助
成
事
業
」
も
導
入
し
て
経
済
の
活
性

化
を
図
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

現
在
、
事
業
を
実
施
し
て
い
る
自

治
体
へ
職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
し

て
事
業
内
容
の
把
握
に
努
め
て
き
た
。
事

業
内
容
と
し
て
は
、
地
元
の
業
者
に
限
定

し
た
店
舗
な
ど
の
改
装
や
、
備
品
の
購
入

経
費
等
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
で
、
商

店
等
の
魅
力
ア
ッ
プ
や
、
売
り
上
げ
の
増

加
を
促
す
も
の
で
あ
る
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
政
策
に
つ
い
て

問 問答

答

問答

問 答

問

答

問答

西村豪武 議員
（改革クラブ結い）

事
後
審
査
型
条
件
付
一
般
競
争
入
札
の

　

総
合
評
価
落
札
方
式
の
メ
リ
ッ
ト
等

日
向
市
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
実
施
要
領

　
　
　
　
　
　
　

の
運
用
等
に
つ
い
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
み
等
の

　
　
　
　
　

結
論
は
ど
う
な
っ
た
の
か

黒木万治 議員
（日本共産党市議団）

消
費
税
増
税
に
つ
い
て

商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

導
入
を
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機
構
改
革
に
伴
う
日
向
市
農
政
等

の
事
業
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

専
任
部
署
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、「
農
商
工
連
携
及
び
６
次
産
業

化
の
推
進
」、「
日
向
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
」、「
後
継
者
や
集
落
営
農
の
育
成
・
強

化
」
と
い
っ
た
取
組
み
に
向
け
た
体
制
を

強
化
す
る
。
日
向
市
は
狭
い
農
地
の
中
で

ブ
ロ
イ
ラ
ー
な
ど
の
畜
産
に
特
化
し
て
い

る
現
状
か
ら
、
田
畑
を
利
用
し
た
耕
種
農

業
の
構
造
へ
の
シ
フ
ト
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
海
産
物
で
は
、
蛤
は
ま
ぐ
り・

岩
ガ

キ
に
つ
い
て
も
増
殖
を
図
り
た
い
。

日
向
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
が
設
置
さ

れ
た
が
、
本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
品
目

に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

第
一
段
階
と
し
て
「
ヘ
べ
す
」
の

知
名
度
向
上
を
は
じ
め
、
取
組
み

が
始
ま
っ
て
い
る
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
葉
」

の
産
地
化
を
考
え
て
い
る
。ま
た「
オ
リ
ー

ブ
」
も
６
次
産
業
化
を
含
め
希
望
が
持
て

る
。

２
月
に
イ
タ
リ
ア
・
ト
ス
カ
ー
ナ

オ
リ
ー
ブ
苗
木
保
証
協
会
会
長
の

パ
チ
ー
ニ
氏
が
市
長
を
表
敬
訪
問
し
た

際
、
市
長
は
日
向
市
で
の
オ
リ
ー
ブ
栽
培

に
つ
い
て
６
万
本
を
目
指
し
た
い
と
発
言

さ
れ
た
が
、
本
市
で
の
オ
リ
ー
ブ
栽
培
の

取
組
み
は
ど
う
か
。
ま
た
、
本
市
で
は
２

月
末
ま
で
に
11
戸
の
農
家
が
４
３
６
本
の

イ
タ
リ
ア
産
オ
リ
ー
ブ
を
植
栽
し
て
い
る

が
、
苗
木
補
助
等
の
支
援
策
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

イ
タ
リ
ア
産
オ
リ
ー
ブ
植
栽
先
進

地
の
実
態
を
検
証
し
、
オ
リ
ー
ブ

が
本
市
の
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
品
目
と
な
る

可
能
性
を
見
極
め
た
い
。
支
援
策
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
Ａ
や
県
と
連
携
し
、
ま
た
他
市

の
状
況
や
全
国
の
事
例
等
を
勘
案
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

未
婚
の
ひ
と
り
親
に
、
税
法
で
定

め
る
寡
婦(

父)

控
除
が
適
用
さ
れ

て
い
な
い
。
子
ど
も
の
環
境
に
も
、
不
公

平
が
生
じ
て
い
る
。
保
育
料
、
市
営
住
宅

家
賃
へ
の
算
定
に
当
た
っ
て
、寡
婦(

父)

控
除
の
み
な
し
適
用
は
で
き
な
い
か
。

平
成
25
年
10
月
に
「
結
婚
し
て
い

な
い
男
女
間
の
子
の
遺
産
相
続
に

つ
い
て
は
、
結
婚
し
た
男
女
の
子
の
半
分

に
す
る
」
と
い
う
民
法
の
規
定
を
違
憲
と

し
て
い
る
の
で
、
国
の
動
向
等
も
注
視
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

国
は
平
成
26
年
10
月
か
ら
、
水
痘

を
予
防
す
る
小
児
用
ワ
ク
チ
ン
と
、

成
人
用
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
定
期
接

種
化
す
る
見
通
し
。
実
施
方
法
や
接
種
費

用
な
ど
実
施
計
画
を
伺
う
。

水
痘
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
国

の
方
針
で
は
、
対
象
年
齢
は
、
１

歳
か
ら
２
歳
で
、
初
回
接
種
後
、
３
カ
月

以
上
の
間
隔
で
２
回
接
種
を
行
う
。
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
65
歳
を
対

象
に
１
回
接
種
と
し
、
平
成
30
年
度
ま
で

の
５
年
間
は
、
65
歳
以
上
の
５
歳
間
隔
で

接
種
を
行
う
経
過
措
置
を
設
け
る
。
今
後

は
、
対
象
年
齢
や
接
種
費
用
の
助
成
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

消
防
団
員
の
退
職
報
償
金
の
引
き

上
げ
と
と
も
に
、
年
報
酬
額
、
出

動
手
当
の
適
正
見
直
し
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
か
。
ま
た
、
消
防
団
の
装
備
、

教
育
訓
練
の
充
実
を
ど
う
図
る
の
か
。

平
成
26
年
度
か
ら
階
級
や
勤
務
年

数
に
応
じ
た
退
職
報
償
金
の
引
き

上
げ
を
予
定
し
て
い
る
が
、
年
報
酬
額
、

出
動
手
当
に
つ
い
て
は
、
他
市
の
状
況
を

勘
案
し
て
対
応
し
た
い
。
消
防
団
の
装
備

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
充
実
強
化
を
図

る
。
教
育
訓
練
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
団

員
が
訓
練
に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

整
備
し
て
い
き
た
い
。

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
及
び
肺
炎
球
菌

　

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化
に
つ
い
て

問

答 問

答

問答

問

答

問答

問答

寡
婦(

父)

控
除
の

　
　
　
　
　
　

み
な
し
適
用
に
つ
い
て

オ
リ
ー
ブ
の
産
地
化
、

　
　
　
　
　

可
能
性
を
見
極
め
た
い

三樹喜久代 議員
（公明党市議団）

消
防
団
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

溝口孝 議員
（　政真会　）

農
政
の
事
業
展
開
に
向
け
て
体
制
強
化

日
向
ブ
ラ
ン
ド
の
第
一
段
階
は「
へ
べ
す
」
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政
府
は
、
10
年
後
に
自
給
率
50
％

以
上
を
目
指
す
と
い
う
大
胆
な
目

標
を
掲
げ
た
。
山
村
に
お
け
る
主
要
な
産

業
と
し
て
の
林
業
、
木
材
産
業
を
再
生
し

地
域
の
雇
用
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
一

方
、
地
域
格
差
を
解
消
す
る
こ
と
が
狙
い

だ
が
、
本
市
や
耳
川
林
業
地
域
へ
の
恩
恵

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
伺

う
。

循
環
型
産
業
で
あ
る
林
業
、
木
材

産
業
を
新
た
な
成
長
分
野
と
し
て

位
置
付
け
、
国
、
県
、
関
係
機
関
と
一
体

と
な
っ
て
振
興
し
て
い
き
た
い
。

建
築
分
野
の
市
場
拡
大
な
く
し
て

林
業
、
山
村
の
再
生
は
図
れ
な
い

と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

公
共
建
築
物
な
ど
、
住
宅
以
外
の

建
築
物
に
お
け
る
木
材
利
用
及
び

内
装
木
質
化
、
さ
ら
に
は
建
築
物
以
外
で

も
木
材
利
用
を
促
進
し
、
あ
わ
せ
て
耳
川

流
域
町
村
等
と
連
携
し
た
耳
川
産
材
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
も
努
め
た
い
。

林
業
担
い
手
を
専
門
的
に
育
成
す

る
林
業
大
学
校
の
設
置
を
県
が
計

画
し
て
お
り
、
年
内
に
も
審
議
会
の
結
論

が
出
る
そ
う
だ
が
、
耳
川
流
域
の
隣
接
町

村
長
と
の
協
議
の
上
、
本
市
に
誘
致
す
る

考
え
は
な
い
か
。

設
置
に
つ
い
て
強
く
要
望
す
る
と

と
も
に
、
本
市
へ
の
誘
致
に
積
極

的
に
取
り
組
み
た
い
。

問 答

問答

問答 建
築
分
野
の
市
場
拡
大
策
に
つ
い
て

請願・陳情件名 請願・陳情者 審議結果 付託委員会
（新規）
　陳情第２０号
　市有地の賃借料軽減に係る陳情

協同組合東郷ショッピングセンター
　 代表者　鶴田太美さん
ブリッジサイド
　 社長　新本賢吾さん
土田歯科クリニック
　 院長　土田孝男さん
黒進亭　
　 社長　谷口彰さん
七福酒店　
　 社長　藤井武士さん

継続審議
（全員一致） 総務企画

（継続）
　請願第１０号
　日向市役所庁舎建替え建設工事に関す
　る請願書

㈳宮崎県建築協会日向支部
　 支部長　坂本淳一さん
日向管工事協同組合
　 理事長　児玉義男さん
日向管工事組合誠水会
　 会長　   伊東 廣さん
日向電気工事業協同組合
　 代表理事　柏田 隆さん
日向電設協同組合
　 代表理事　川口俊光さん

採　　択
（全員一致） 総務企画

▼請願・陳情と審議結果

議案名 審議結果

議案第１号　日向市議会委員会条例の一部を改正する条例 可決（全員一致）

▼委員会が提案した議案と審議結果

※ 請願・陳情の委員長報告について知りたい方は、議会事務局までお問い合わせください。

甲斐善重郎 議員
（　市政会　）

森
林
林
業
基
本
計
画
に
つ
い
て

県
立
林
業
大
学
校
誘
致
に
つ
い
て

趣旨
　日向市役所庁舎建替えに係る建
設工事について、地元建築会社お
よび地元設備会社の参加をお願い
したい。

趣旨
　経営環境の悪化により、経営改
善の努力だけでは追いつかず、今
後さらに困難な状況が予想される
ので、店舗用地の賃貸借料を軽減
する特段の配慮を求めたい。

冠岳のふもと
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委
員
会
間
の
情
報
共
有
を
図
る
と
共
に
、

議
員
の
資
質
向
上
と
市
政
へ
の
反
映
を
目
的

に
、
職
員
及
び
区
長
公
民
館
長
連
合
会
に
も

案
内
し
、
本
年
で
３
回
目
と
な
る
行
政
視
察

報
告
会
を
３
月
25
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
議

員
・
職
員
・
区
長
な
ど
約
60
名
が
参
加
す
る

中
、
先
進
地
の
取
組
み
を
視
察
し
た
各
委
員

会
が
視
察
の
内
容
を
報
告
し
、
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。
視
察
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
会
運
営
委
員
会

【
日
程
】
平
成
26
年
１
月
30
日
～
31
日

【
内
容
】
議
会
改
革
の
取
組
み
（
三
重
県
四

　
　
　

 

日
市
市
）・
新
庁
舎
建
設
の
取
組
み     

　
　
　
（
愛
知
県
み
よ
し
市
）

総
務
企
画
常
任
委
員
会

【
日
程
】
平
成
25
年
11
月
５
日
～
７
日

【
内
容
】
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
プ
ラ
ザ
ア
オ
ー
レ

　
　
　

長
岡
（
新
潟
県
長
岡
市
）・
行
政
サ
ー

　
　
　

ビ
ス
の
値
札
事
業（
埼
玉
県
北
本
市
）・

　
　
　

総
合
窓
口
（
埼
玉
県
草
加
市
）

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

【
日
程
】
平
成
25
年
11
月
６
日
～
８
日

【
内
容
】
学
校
給
食
の
公
会
計
制
度
（
長
野

　
　
　

県
塩
尻
市
）・
健
康
に
チ
ャ
ン
ス
＆

　
　
　

チ
ェ
ン
ジ
事
業
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

　
　
　

テ
ィ
ア
制
度
（
山
梨
県
富
士
吉
田
市
）

生
活
産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
日
程
】
平
成
25
年
10
月
23
日
～
25
日

【
内
容
】
農
業
担
い
手
支
援
セ
ン
タ
ー
（
島

　
　
　

根
県
大
田
市
）・
大
は
ま
ぐ
り
の
資

　
　
　

源
復
活
と
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
組
み

　
　
　
（
島
根
県
益
田
市
）・
地
産
池
消
推
進

　
　
　

計
画
（
鳥
取
県
米
子
市
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

【
日
程
】
平
成
26
年
２
月
５
日

【
内
容
】
議
会
だ
よ
り
の
編
集
方
法

　
　
　
　
（
え
び
の
市
）

　

人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
本
年
６
月
30
日

を
も
っ
て
任
期
満
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　５月３０日 ( 金 )  本会議　提案（開会）
　６月　９日 ( 月 )  本会議（一般質問）
　　　１０日 ( 火 )  本会議（一般質問）
　　　１１日 ( 水 )  本会議（一般質問）
　　　１２日 ( 木 )  本会議（一般質問）
　　　１３日 ( 金 )  本会議（議案質疑）
　　　１６日 ( 月 )  常任委員会
　　　１７日 ( 火 )  常任委員会
　　　１８日 ( 水 )  常任委員会　
　　　２０日 ( 金 )  本会議　採決（閉会）

◆  お問い合わせは日向市議会事務局まで  ◆
　　　  〒 883-8555　日向市本町１０番５号                     
　　　ＴＥＬ：（５２）８３４８
　　　ＦＡＸ：（５２）８１４８　
　　　　Ｅ－ｍａｉｌ：gｉｋａｉ＠ｈｙｕｇａｃｉｔｙ.ｊｐ

 本誌に掲載された質問や答弁など、詳しい内容をお知り
になりたい方は、会議録（５月末発行予定）をご覧くだ
さい。会議録は議会事務局、市立図書館に備えています。
また、市議会のホームページでも、会議録の検索と閲覧
ができます。

次 回 の 議 会 日 程
（６月定例会予定）

　　　　
◇◆  編集後記 ◆◇　

　一般質問を行った各議員から提出された原稿の内
容確認作業に今回初めて委員全員で取り組みました。
議員の質問と当局の答弁が正確に反映されているか
議会録音を直に聞くなどして、内容や文言等の確認・
修正を行いました。議員が作る議会だよりの第１歩
です。
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　議会広報特別委員会
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